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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第33期

第２四半期
累計期間

第34期
第２四半期
累計期間

第33期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高（千円） 6,396,483 6,593,941 13,601,215

経常利益（千円） 274,210 288,400 658,283

四半期（当期）純利益（千円） 161,766 171,006 400,903

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 750,000 750,000 750,000

発行済株式総数（株） 4,395,000 4,395,000 4,395,000

純資産額（千円） 4,196,220 4,561,899 4,453,243

総資産額（千円） 7,305,642 6,997,720 7,655,490

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 36.81 38.91 91.22

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） 15.00 16.00 32.00

自己資本比率（％） 57.4 65.2 58.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△151,608 △249,225 301,188

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△12,215 △16,589 △28,876

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△112,729 △235,403 △136,677

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
3,488,758 3,399,727 3,900,946

　

回次
第33期

第２四半期
会計期間

第34期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 20.81 42.32

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２【事業の内容】

 当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第２四半期累計期間における我が国の経済は、欧米及び中国、新興国経済の先行き不透明感は拭えないものの、

アベノミクスへの期待感や株高により消費者マインドが改善しつつあり、また、円安による製造業を中心とした企業

収益の回復など、徐々に景気回復の兆しが見られました。

情報サービス産業においては、ＩＴインフラの刷新、クラウドやモバイルといった新技術への対応案件や金融系案

件等、一部に需要拡大の傾向は見られるものの、顧客企業におけるコスト削減ニーズは依然として強く、ＩＴ投資は

全体的には堅調に推移しております。

このような状況の下、当社は、幅広いユーザー企業との関係強化及び提案活動の促進とともに、新たな成長分野へ

の取り組みを進めました。特に、事業基盤の一層の強化のため人材育成に積極的に取り組んでおります。

この結果、当第２四半期累計期間における経営成績は、売上高は6,593,941千円（前年同四半期比3.1%増）、営業利

益は278,850千円（前年同四半期比2.5%増）、経常利益は288,400千円（前年同四半期比5.2%増）、四半期純利益は

171,006千円（前年同四半期比5.7%増）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①ソフトウェア開発

本格的な需要回復に至らない状況のなかで、既存顧客の基幹系システム開発案件などが堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は4,440,273千円（前年同四半期比14.6%増）、セグメント利益は371,485千円（同1.5%減）となり

ました。

　

②システム運用管理

金融業・通信業等の大口顧客への案件を中心に推移いたしました。

この結果、売上高は1,850,653千円（前年同四半期比9.0%減）、セグメント利益は169,153千円（同13.2%減）となり

ました。

　

③システム機器販売

ソフトウェア開発案件に関連する機器の販売を中心に推移いたしました。

この結果、売上高は303,014千円（前年同四半期比37.8%減）、セグメント利益は21,721千円（前年同四半期はセグ

メント損失2,065千円）となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ、501,218千

円減少し、3,399,727千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により支出した資金は249,225千円（前年同四半期は151,608千円の支出）となりました。これは主に税引

前四半期純利益288,403千円の計上及び売上債権の減少208,062千円により資金が増加したこと、仕入債務の減少

519,972千円及び未払金の減少80,223千円並びに法人税等の支払い99,470千円により資金が減少したことによるもので

あります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は16,589千円（前年同四半期は12,215千円の支出）となりました。これは主に定期預

金の預入による支出10,000千円、無形固定資産の取得による支出9,116千円により資金が減少したことによるものであ

ります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動により支出した資金は、235,403千円（前年同四半期は112,729千円の支出）となりました。これは主に短

期借入金の返済による支出100,000千円、長期借入金の返済による支出38,330千円、配当金の支払74,272千円により資

金が減少したことによるものであります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

　

（４）研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究活動の金額は、829千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 4,395,000 4,395,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数 100株

計 4,395,000 4,395,000 － －

 

　　　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日　
― 4,395,000 ― 750,000 ― 1,196,550
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

長澤 信吾 東京都文京区 693,800 15.78

三菱総研ＤＣＳ株式会社 東京都品川区東品川四丁目12番２号 689,000 15.67

Minori従業員持株会 東京都新宿区西新宿二丁目４番１号 468,700 10.66

滝澤 正盛 長野県松本市 369,700 8.41

ＳＣＳＫ株式会社 東京都江東区豊洲三丁目２番20号 250,000 5.68

有限会社フライト 長野県松本市大字稲倉130番地１ 174,000 3.95

松田 守弘 大阪市淀川区 158,800 3.61

Minori取引先持株会 東京都新宿区西新宿二丁目４番１号 38,400 0.87

佐藤 育子 東京都練馬区 30,000 0.68

森田 昇 東京都台東区 26,900 0.61

計 － 2,899,300 65.96

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式        200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,394,000 43,940 －

単元未満株式 普通株式        800 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 4,395,000 － －

総株主の議決権 － 43,940 －

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割

合（％）

（自己保有株式）

株式会社Minori

ソリューションズ

東京都新宿区西新宿二

丁目４番１号
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

 

２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成25年７月１日から平成25

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,971,446 3,479,727

受取手形及び売掛金 2,297,456 2,089,393

商品 3,545 1,500

仕掛品 85,446 89,258

その他 171,462 214,753

貸倒引当金 △921 △837

流動資産合計 6,528,435 5,873,796

固定資産

有形固定資産 212,368 190,482

無形固定資産 42,336 47,127

投資その他の資産

投資有価証券 464,308 472,653

その他 408,050 413,669

貸倒引当金 △9 △8

投資その他の資産合計 872,349 886,314

固定資産合計 1,127,054 1,123,924

資産合計 7,655,490 6,997,720

負債の部

流動負債

買掛金 988,180 468,207

短期借入金 976,680 843,350

未払法人税等 111,435 129,203

賞与引当金 200,000 199,999

受注損失引当金 5,840 －

その他 490,486 365,688

流動負債合計 2,772,623 2,006,448

固定負債

長期借入金 12,500 7,500

退職給付引当金 323,729 349,313

その他 93,394 72,558

固定負債合計 429,624 429,372

負債合計 3,202,247 2,435,820

純資産の部

株主資本

資本金 750,000 750,000

資本剰余金 1,196,550 1,196,550

利益剰余金 2,440,278 2,536,574

自己株式 △165 △165

株主資本合計 4,386,662 4,482,958

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 66,580 78,941

評価・換算差額等合計 66,580 78,941

純資産合計 4,453,243 4,561,899

負債純資産合計 7,655,490 6,997,720
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 6,396,483 6,593,941

売上原価 5,642,557 5,828,885

売上総利益 753,925 765,056

販売費及び一般管理費
※1 481,844 ※1 486,205

営業利益 272,081 278,850

営業外収益

受取利息 390 404

受取配当金 3,030 3,970

受取手数料 － 3,000

保険配当金 465 3,905

その他 3,234 1,903

営業外収益合計 7,121 13,183

営業外費用

支払利息 4,145 3,376

その他 847 257

営業外費用合計 4,993 3,633

経常利益 274,210 288,400

特別利益

投資有価証券売却益 1,857 3

特別利益合計 1,857 3

特別損失

固定資産売却損 4,447 －

投資有価証券売却損 392 －

投資有価証券評価損 458 －

特別損失合計 5,297 －

税引前四半期純利益 270,770 288,403

法人税、住民税及び事業税 137,819 117,281

法人税等調整額 △28,815 115

法人税等合計 109,004 117,397

四半期純利益 161,766 171,006
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 270,770 288,403

減価償却費 161,728 37,589

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,260 △85

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,333 △1

受注損失引当金の増減額（△は減少） 29,922 △5,840

退職給付引当金の増減額（△は減少） 21,984 25,584

受取利息及び受取配当金 △3,421 △4,374

支払利息 4,145 3,376

有形固定資産売却損益（△は益） 4,447 －

投資有価証券売却損益（△は益） △1,465 △3

投資有価証券評価損益（△は益） 458 －

売上債権の増減額（△は増加） 56,112 208,062

たな卸資産の増減額（△は増加） △158,612 △1,766

仕入債務の増減額（△は減少） △197,992 △519,972

未払金の増減額（△は減少） △12,111 △80,223

その他 △52,898 △101,361

小計 125,140 △150,613

利息及び配当金の受取額 3,407 4,360

利息の支払額 △4,111 △3,501

法人税等の支払額 △276,045 △99,470

営業活動によるキャッシュ・フロー △151,608 △249,225

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 7,273 34

定期預金の預入による支出 － △10,000

定期預金の払戻による収入 － 500

貸付金の回収による収入 1,978 2,201

無形固定資産の取得による支出 △13,595 △9,116

保険積立金の積立による支出 △5,309 △5,309

差入保証金の回収による収入 4,336 4,601

その他 △6,901 499

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,215 △16,589

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） － △100,000

長期借入れによる収入 30,000 －

長期借入金の返済による支出 △35,830 △38,330

配当金の支払額 △87,242 △74,272

その他 △19,656 △22,801

財務活動によるキャッシュ・フロー △112,729 △235,403

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △276,553 △501,218

現金及び現金同等物の期首残高 3,765,312 3,900,946

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 3,488,758 ※1 3,399,727
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※１. 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

給与手当 220,667千円 213,322千円

賞与引当金繰入額 10,815千円 11,985千円

　

　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 3,559,258千円 3,479,727千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △70,500千円 △80,000千円

現金及び現金同等物 3,488,758千円 3,399,727千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）

１．配当に関する事項

(１)配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月25日

取締役会
普通株式 87,895 20  平成24年３月31日  平成24年６月12日 利益剰余金

 

(２)基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年10月30日

取締役会
普通株式 65,920 15  平成24年９月30日  平成24年11月27日 利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．配当に関する事項

(１)配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年５月23日

取締役会
普通株式 74,710 17  平成25年３月31日  平成25年６月12日 利益剰余金

 

(２)基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年10月30日

取締役会
普通株式 70,315 16  平成25年９月30日  平成25年11月26日 利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

 

報告セグメント

合計 調整額

（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

ソフトウェア

開発

システム

運用管理

システム

機器販売

売上高       

外部顧客への売上高 3,875,534 2,034,014 486,934 6,396,483 － 6,396,483

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 3,875,534 2,034,014 486,934 6,396,483 － 6,396,483

セグメント利益又は損失（△） 376,977 194,880 △2,065 569,792 △297,711 272,081

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△297,711千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：千円）　

 

報告セグメント

合計 調整額

（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

ソフトウェア

開発

システム

運用管理

システム

機器販売

売上高       

外部顧客への売上高 4,440,273 1,850,653 303,014 6,593,941 － 6,593,941

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 4,440,273 1,850,653 303,014 6,593,941 － 6,593,941

セグメント利益 371,485 169,153 21,721 562,359 △283,508 278,850

（注）１．セグメント利益の調整額△283,508千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は主に報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間

（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

 １株当たり四半期純利益金額 36円81銭 38円91銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 161,766 171,006

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 161,766 171,006

普通株式の期中平均株式数（株） 4,394,740 4,394,708

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

２【その他】

 平成25年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………70,315千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………16円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年11月26日

（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書　

　 　 　平成25年11月11日

株式会社Ｍｉｎｏｒｉソリューションズ 　

　取締役会 御中 　

　 有限責任監査法人トーマツ　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　 久保 伸介   印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　 阪田 大門   印

　

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Minori

ソリューションズの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第34期事業年度の第２四半期会計期間（平成25年７月

１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期

財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Minoriソリューションズの平成25年９月30日現在の財政状態並びに同

日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

　

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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